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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年１月期第２四半期の連結業績（平成29年２月１日～平成29年７月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  事業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年１月期第２四半期 249 △63.5 △2,149 － △2,282 － △2,276 － 

29年１月期第２四半期 684 66.4 △610 － △1,228 － △1,145 － 
 
（注）包括利益 30年１月期第２四半期 △2,208 百万円 （－％）   29年１月期第２四半期 △1,106 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年１月期第２四半期 △50.25 － 

29年１月期第２四半期 △25.60 － 

(注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失で
あるため記載しておりません。 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年１月期第２四半期 5,386 2,410 44.4 52.82 

29年１月期 6,292 4,594 72.8 101.52 
 
（参考）自己資本 30年１月期第２四半期 2,393 百万円   29年１月期 4,579 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年１月期 － 0.00 － 0.00 0.00 

30年１月期 － 0.00       

30年１月期（予想）     － 0.00 0.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．平成30年１月期の連結業績予想（平成29年２月１日～平成30年１月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  事業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 662 △30.2 △3,945 － △3,957 － △3,982 － △87.82 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年１月期２Ｑ 45,319,676 株 29年１月期 45,109,032 株 

②  期末自己株式数 30年１月期２Ｑ 115 株 29年１月期 84 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年１月期２Ｑ 45,295,918 株 29年１月期２Ｑ 44,733,516 株 

 
 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（平成29年２月１日～平成29年７月31日）におけるわが国経済は、企業収益及び雇用

環境が引き続き底堅く推移するなか、消費者マインドの改善を受け景気は緩やかに回復基調となりました。米国に

おいては、企業収益の回復トレンドが強まるなか、雇用・所得環境の改善を背景に景気回復が持続しました。 

日本の再生医療業界においては、平成26年11月に施行された再生医療安全性確保法及び改正薬事法によって、再

生医療の産業促進化が進むなか、平成27年９月には、新制度の早期承認制度下で初めてとなる国内の再生医療等製

品に対しての条件・期限付き販売の承認がされるなど、再生医療等製品の実用化が現実となりつつあります。ま

た、米国においては平成28年12月に、21st Century Cures Act（21世紀治療法）が可決されました。新しい法制度

のもと、再生医療が先進治療として新たなカテゴリーとして識別されるとともに、今後、再生医療関連製品に係る

承認制度の整備や新薬承認のスピードアップが図られていくことが予想されます。 

このような環境のもと、当社グループ（以下、当社及び連結子会社SanBio, Inc.（米国カリフォルニア州マウン

テンビュー市）の２社を指します。）は、中枢神経系疾患に対する新しい治療薬として当社グループ独自の再生細

胞薬SB623の事業化を目指し、日米を中心に開発を進めています。 

当第２四半期連結累計期間においては、米国で実施しているSB623の慢性期脳梗塞プログラムのフェーズ２b臨床

試験（被験者156人規模、二重盲検試験）について、平成28年３月に最初の被験者の組み入れが開始されて以降、

順次被験者の組み入れを進めております。また、日米２か国で実施しているSB623慢性期外傷性脳損傷を対象とし

たフェーズ２臨床試験（被験者52人規模、二重盲検試験）についても、米国では平成28年７月に、日本では平成28

年10月にそれぞれ最初の被験者の組み入れが開始されて以降、順次組み入れを進めております。外傷性脳損傷プロ

グラムについては、米国において先に行われた慢性期脳梗塞を対象としたフェーズ1/2a臨床試験の結果を受け、米

国食品医薬品局（FDA）および独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）からフェーズ１を行わないことの承

認を取得して、フェーズ２からスタートしております。同プログラムについては、日本の改正薬事法下でスタート

している再生医療等製品に対する条件・期限付き販売承認制度（早期承認制度）の活用を目指しており、世界中の

どこよりも早く日本での実用化に向け取り組んでいるところです。 

平成28年６月にはSB623の慢性期脳梗塞プログラム・フェーズ1/2a臨床試験の投与後12か月経過時の結果に関す

る論文が米国心臓協会（American Heart Association）発刊の医療専門誌STROKEに掲載され、その後、平成29年２

月に同協会から2016年イノベーション・アワード第３位を受賞し、多くの医療関係者ならびにメディアの注目を集

めました。 

平成29年６月には、カリフォルニア州再生医療機構（CIRM）より、SB623の慢性期脳梗塞フェーズ２b臨床試験に

対して総額20百万米ドルの補助金を獲得いたしました。同機構は、競争力の高い補助金プログラムを通して再生医

療、特に幹細胞治療の研究開発を促進することを目的に設立された公的機関ですが、今回の補助金獲得は、同機構

の専門家チームによる審査でSB623の将来性が高く評価されたことを示唆するだけでなく、当社グループの財務の

健全化にも大きく貢献することになります。 

 

このような状況のなか、当社グループが北米において大日本住友製薬株式会社と締結しているSB623の共同開発

及びライセンス契約により受領した開発協力金収入等の収入により、当第２四半期連結累計期間の事業収益は249

百万円（前年同期は事業収益684百万円）、営業損失は2,149百万円（前年同期は営業損失610百万円）となりまし

た。また、主に為替差損121百万円を計上したことにより、経常損失は2,282百万円（前年同期は経常損失1,228百

万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は2,276百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失1,145

百万円）となりました。 

 

なお、当社グループは他家幹細胞を用いた再生細胞事業の単一セグメントであるため、セグメント別の業績記載

を省略しております。 
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（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況

（流動資産）

当第２四半期連結会計期間末の流動資産の残高は、5,249百万円（前連結会計年度末は6,124百万円）となり、前

連結会計年度末に比べて874百万円減少いたしました。これは、現金及び預金が890百万円減少したことが主な要因

であります。

 

（固定資産）

当第２四半期連結会計期間末の固定資産の残高は、136百万円（前連結会計年度末は167百万円）となり、前連結

会計年度末に比べて31百万円減少いたしました。これは、有形固定資産が29百万円減少したことが主な要因であり

ます。

 

（流動負債）

当第２四半期連結会計期間末の流動負債の残高は、709百万円（前連結会計年度末は547百万円）となり、前連結

会計年度末に比べて161百万円増加いたしました。これは、短期借入金が100百万円減少し、流動負債の「その他」

に含まれる未払金が299百万円増加したことが主な要因であります。

 

（固定負債） 

当第２四半期連結会計期間末の固定負債の残高は、2,266百万円（前連結会計年度末は1,150百万円）となり、前

連結会計年度末に比べて1,116百万円増加いたしました。これは、長期借入金が1,116百万円増加したことが要因で

あります。

 

（純資産） 

当第２四半期連結会計期間末の純資産残高は、2,410百万円（前連結会計年度末は4,594百万円）となり、前連結

会計年度末に比べて2,184百万円減少いたしました。これは、親会社株主に帰属する四半期純損失2,276百万円を計

上したことが主な要因であります。

 

 

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、2,183百万円（前連結

会計年度末は4,876百万円）となり、前連結会計年度に比べて2,693百万円減少いたしました。当第２四半期連結累

計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間において営業活動に使用した資金は1,936百万円（前年同四半期は633百万円の支出）

となりました。これは主に、税金等調整前四半期純損失2,274百万円の計上によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は1,868百万円（前年同四半期は455百万円の収

入）となりました。これは主に、定期預金の預入による支出1,837百万円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果獲得した資金は1,045百万円（前年同四半期は357百万円の支

出）となりました。これは主に、長期借入金の借入による収入1,150百万円によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成29年３月17日に公表いたしました通期の業績予想につきましては、現在のところ変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(平成29年１月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成29年７月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,561,424 4,670,660 

前渡金 495,531 543,695 

その他 67,608 35,545 

流動資産合計 6,124,564 5,249,901 

固定資産    

有形固定資産 148,371 118,891 

無形固定資産 7,701 6,848 

投資その他の資産 11,776 10,938 

固定資産合計 167,849 136,677 

資産合計 6,292,414 5,386,579 

負債の部    

流動負債    

短期借入金 100,000 － 

1年内返済予定の長期借入金 49,980 66,640 

賞与引当金 13,327 24,892 

その他 384,088 617,830 

流動負債合計 547,395 709,363 

固定負債    

長期借入金 1,150,020 2,266,700 

固定負債合計 1,150,020 2,266,700 

負債合計 1,697,415 2,976,063 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,852,012 3,863,755 

資本剰余金 7,563,454 7,575,197 

利益剰余金 △6,814,228 △9,090,251 

自己株式 △146 △180 

株主資本合計 4,601,091 2,348,521 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 △21,642 45,462 

その他の包括利益累計額合計 △21,642 45,462 

新株予約権 15,548 16,531 

純資産合計 4,594,998 2,410,515 

負債純資産合計 6,292,414 5,386,579 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年２月１日 

 至 平成28年７月31日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年２月１日 
 至 平成29年７月31日) 

事業収益 684,336 249,924 

事業費用    

研究開発費 944,956 2,001,011 

その他の販売費及び一般管理費 349,784 398,021 

事業費用合計 1,294,740 2,399,033 

営業損失（△） △610,404 △2,149,109 

営業外収益    

受取利息 1,920 10,018 

その他 142 410 

営業外収益合計 2,063 10,429 

営業外費用    

支払利息 6,691 11,211 

為替差損 583,251 121,294 

資金調達費用 30,000 11,034 

営業外費用合計 619,942 143,540 

経常損失（△） △1,228,283 △2,282,220 

特別利益    

新株予約権戻入益 － 7,453 

特別利益合計 － 7,453 

税金等調整前四半期純損失（△） △1,228,283 △2,274,766 

法人税、住民税及び事業税 798 1,255 

法人税等調整額 △83,706 － 

法人税等合計 △82,907 1,255 

四半期純損失（△） △1,145,376 △2,276,022 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △1,145,376 △2,276,022 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年２月１日 

 至 平成28年７月31日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年２月１日 
 至 平成29年７月31日) 

四半期純損失（△） △1,145,376 △2,276,022 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 38,628 67,104 

その他の包括利益合計 38,628 67,104 

四半期包括利益 △1,106,747 △2,208,918 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,106,747 △2,208,918 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年２月１日 

 至 平成28年７月31日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年２月１日 
 至 平成29年７月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純損失（△） △1,228,283 △2,274,766 

減価償却費 9,427 26,891 

株式報酬費用 4,410 8,446 

賞与引当金の増減額（△は減少） 23,188 12,110 

受取利息 △1,920 △10,018 

支払利息 6,691 11,211 

為替差損益（△は益） 510,598 39,418 

資金調達費用 30,000 11,034 

新株予約権戻入益 － △7,453 

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,977 － 

売上債権の増減額（△は増加） － 17,350 

前渡金の増減額（△は増加） 17,719 △64,052 

未払金の増減額（△は減少） △68,003 330,956 

未払費用の増減額（△は減少） 74,095 △57,261 

前受金の増減額（△は減少） 9,998 － 

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は減

少） 
△5,898 1,970 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △15,815 16,751 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 8,114 △2,920 

その他 440 7,980 

小計 △628,214 △1,932,350 

利息の受取額 2,005 6,714 

利息の支払額 △6,077 △9,886 

法人税等の支払額 △1,403 △1,080 

営業活動によるキャッシュ・フロー △633,690 △1,936,603 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △690 △1,837,345 

定期預金の払戻による収入 483,480 － 

有形固定資産の取得による支出 △30,355 △24,164 

有形固定資産の売却による収入 2,735 － 

無形固定資産の取得による支出 － △7,012 

その他 － 354 

投資活動によるキャッシュ・フロー 455,169 △1,868,167 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） － △100,000 

長期借入れによる収入 － 1,150,000 

長期借入金の返済による支出 △400,000 △16,660 

資金調達費用の支払による支出 △30,000 △11,180 

新株予約権の行使による株式の発行による収入 72,482 23,476 

自己株式の取得による支出 △118 △33 

財務活動によるキャッシュ・フロー △357,636 1,045,602 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △446,177 65,906 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △982,334 △2,693,262 

現金及び現金同等物の期首残高 6,887,802 4,876,574 

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,905,468 2,183,311 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（追加情報等）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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